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【要旨】 
洪水時において、市町村の防災担当者が各種防災・災害情報を有効かつ効率的に活用することで、被害軽減に

資することを目指し、タイプの異なるいくつかの市町村の防災担当者に対してヒアリングを実施して、市町村の

現状の防災体制と洪水時に重視している防災・災害情報について調査を行った。 
その結果、特に中山間地域の市町村においては、平成の大合併により市町村の面積が拡大している一方で、災

害対応に苦慮している実態が伺えた。また、具体的に重要視している防災・災害情報としては、レーダーによる

雨域・雨量強度情報、町内各地の状況がわかる動画・静止画、および上流のダム情報であることが分かった。 
 
キーワード：市町村、防災・災害情報、ヒアリング、レーダー雨量 
 

 
1．はじめに  
近年激甚化・多様化する自然災害の防止・軽減の

ためには、災害時での防災・災害情報が有効かつ効

率的に活用される必要がある。特に、洪水・土砂災

害は、発災までにある程度の時間が確保できるため、

発災前に様々な情報を活用することで災害被害を軽

減できる可能性が高い。 

防災・災害情報は、気象・水文情報、気象警報、

洪水予報、近隣の市町村の被害状況、住民からのメ

ールやツィッターからの通報など多種多様にわたり、

かつ時々刻々と変化する。市町村の防災担当者は、

災害時にはこれらの多種多様かつ時々刻々と変化す

る情報を活用し、その都度住民が最適な行動をとる

ための判断をしながら、住民に情報を提供し続ける

必要があり、非常に重要な任務を負っている。しか

しながら、市町村防災担当部局の多くは、担当人員

が少ないうえ、必ずしも防災経験や知識の詳しい者

がいるとは限らない。また、いわゆる平成の大合併

で市域が広がり、防災担当者一人あたりのカバー面

積も 10年前と比較して拡大している。このため、何

らかの手法を確立し、災害時に多種多様な情報を効

率的に活用する必要がある。 

本研究においては、一般的に災害経験が乏しく人

員も少ない市町村の防災担当者・部局に対して、災

害時での防災・災害情報の効率的な収集・活用を支

援する手法の開発を最終的な目標としているが、平

成 25 年度においては基礎調査として、表 1 に挙げる

タイプの異なるいくつかの市町村の防災担当者に対

してヒアリングを実施し、市町村の現状の防災体制

と洪水時に重視している防災・災害情報について調

査を行った。 
 

2．研究方法  
2．1 市町村に対するヒアリングの実施 

表 1 に挙げるタイプの異なる 6 つの市町村に対し

て、表 2 に挙げる防災体制および防災情報に関する

情報収集を行うために、ヒアリングを実施した。 
 

表 1 ヒアリング対象 
タイプ A：過去 10 年以上洪水

被害を受けていない平地の自

治体 

タイプ B：過去 5年以内に大き

な洪水被害を受けた中山間地

の自治体 
A 市、B 市、C 市 D 町、E 町、F市 

 
表 2 ヒアリング項目 

1.防災体制 1.1 市町村の体制 
1.2 消防団の体制 
1.3 自治会・自主防災会 

2.情報のやりとり 2.1 市町村による防災情報収集 
2.2 住民への防災情報伝達、避難所 

3.避難勧告の基準 
4.過去の災害とその対応 

 
 ヒアリング結果を次ページ以降の表 3（タイプ A）,
表 4（タイプ B）に示す。 
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表 3 ヒアリング結果（タイプ A：平地） 
 

 A市 B市 C市 

人口・地勢  地勢：町内を 2 河川が南行し、

おおむね平坦な農業地域。 

 人口：105,800人、高齢化率 24%、

人口密度：516人/km2、 

 面積：205km2 

 平成 18年に 1市 3町合併 

 地勢：町内を 2 河川が南行し、

おおむね平坦な農業地域。 

 A市より首都圏に近い。 

 人口：45,000人、高齢化率 22%、

人口密度：556人/km2、 

 面積：81km2 

 平成 18年に 1市 1村合併 

 地勢：2 河川に挟まれる東京近

郊のベッドタウン。近年は少数

世帯化・高齢化が進展。 

 人口：110,000人、高齢化率 25%、

人口密度：1,570人/km2 

 面積：2,142km2 

 平成 18年に 1市 1町合併 

1.防災体

制 

1.1 市町村

の体制 

 消防防災課：課長＋6名。 

 職員は通常 2,3年で異動。 

 消防団の経験がある者もいる。

また、居住地の消防団の世話も

する。 

 消防交通課：課長＋5名。 

 この体制で消防と警察の行うよ

うなことをやらねばならない。

交通防犯も含む。 

 

 安全安心対策課：課長＋6名。 

 うち、防災・防犯・交通に分か

れ、防災担当は 2 名。防災係は

消防と、防犯は警察の地域課と

交通係は警察の交通課と連携し

て業務を実施。 

1.2 消防団

の体制 

 本署 1、分署 3、出張所 1、分隊

43の消防団。 

 7分団 20部の消防団（＝水防団） 

 

 消防団は 37分団、519人。 

 消防署は 5つ。 

1.3  自 治

会・自主防災

会 

 市内には 430位の自治会。 

 今は防災面では自治会との連携

がとれているとはあまり言えな

い。自治会長から情報をもらえ

るところまでにならないといけ

ない。自主防災組織の組織化を

進めているところ。 

 

 自主防災組織率は高くない。 

 自然災害の履歴が無く、地元に

それだけの必要性が意識されて

いない。 

 

 自主防災組織が 86組織。 

 各組織で防災活動を行うととも

にエリアをまたいで合同訓練を

行うなど自主的な活動も活発。 

 自主防災組織に対しては、市で

は補助金制度を設け、資機材（可

搬ポンプ）、備品（消火器）購入

や防災マップ印刷などで活用し

てもらっている。 

2.情報の

やりとり 

2.1 市町村

による防災情

報収集 

 職員自席のパソコンにポップア

ップで「県の防災情報」が送ら

れてくる。それ以外に県から情

報が来ることはなく、逆に県に

情報を上げる。 

 J－アラートやウエザーニュー

スなどの情報も活用。 

 関東地整の端末あるいは「川の

防災情報」で上流ダムの水位を

確認。放流水は A市には 6時間

くらいで到達する。 

 国土交通省からパソコンが貸与

され、「関東広域情報ネット統合

ポータルサイト」で CCTV映像や

レーダー雨量を見ることが出来

る。ただし、普段はあまり活用

していない。 

 「県の防災情報」や J－アラー

トで情報を入手している。 

 国の河川情報は事務所から FAX

でも来る。 

 上流のダム放流情報が欲しいと

ころ。 

 雨が降ると、上流の降水状況や

ダム放流の情報が気にかかる。 

 水防連合体で水防訓練を実施す

るなど、近隣市町村との連携は

とっている。 

 3.11の実態を踏まえ、対策本部

ですべてを意思決定するのでは

なく、各班で決定し本部にその

報告を行う処理ができるよう権

限を見直した。 

 「県の防災情報」や J－アラー

トで情報を入手している。 

 県の防災情報は、セキュリティ

面で 1 台のパソコンでしか見ら

れないが、ポップアップで情報

が届く。 

 国の河川情報・水防情報は事務

所から FAXでも来る。 

 降雨の際はレーダーで状況を見

ながら、どのような体制をとる

べきか検討している。 

 上流にダム群があるため、そち

らの状況も気になる。上流のダ

ム放流情報についてもポップア

ップなりで連絡をもらえるとあ

りがたい。 

 

2.2 住民へ

の防災情報伝

達、避難所 

 ケーブルテレビ局とは協定を結

んで、市の防災情報を流しても

らうようにしている。 

 防災無線は、現在アナログで運

用しているが、デジタルにする

と1台10万円くらいかかるため

更新がなかなかできない。 

 市民が登録すれば市からメール

などで情報を提供。 

 高齢者については、民生委員が

中心となって名簿を作成し、一

人の高齢者につき 3名の担当を

割り当てている。 

 

 情報伝達は屋外放送（防災無線）

あるいは宣伝カーで周回する。 

 デジタル化後は J－アラートの

情報も提供する構想もある。 

 戸別受信機は無い地区もあり、

今後全戸に戸別受信機を配布す

るのは財政的にも困難なため、

防災ラジオを導入した。 

 緊急速報メールは登録なしでそ

のエリア内にいる人すべてに送

信できる。昨年の竜巻災害後運

用開始した。 

 

 防災無線は既にデジタル化（平

成 19年）されているが、風雨に

より聞き取れないとの苦情あ

り、個別受信装置も検討したが、

1台 3万円もしたので断念した。 

 メールマガジンや緊急エリアメ

ールでも住民に情報を発信。 

 3.11を契機として、災害優先携

帯電話を平成 24 年から導入。

198 台。メールも可能。市が購

入し、市内の学校や自主防災組

織に貸与。購入費は無料、月 1

台 2000円程度の接続料。双方向

でやり取りが可能。 

3.避難勧

告につい

て 

 避難勧告について明確な基準は無い。

仮にあったとしても、機械的に運用す

ることは難しい。避難所の開設や、運

営、避難所を閉じるまでの一連の業務

を想定すると早めに出したいのは山々

であるが、状況を見ながらギリギリま

で判断を伸ばさざるを得ないのが現

状。 

ここ数年避難勧告を出したことはな

い。 

 

避難勧告・指示はここ最近出していな

い。状況に応じて総合的に判断する。 
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表 4 ヒアリング結果（タイプ B：中山間地域） 
 

 D町 E町 F市 

人口・地勢  地勢：町の中央を川と支川が流れ、そ

の沿岸の段丘を中心に開けた山間地

域。 平成 23年に豪雨災害を経験。 

 人口：13,300人、高齢化率 41%、人口

密度：14人/km2 

 平成 17年に 4町村合併 

 地勢：谷あいに集落が広がる中山間地

域を抱える。 平成２３年に豪雨災害

を経験。F市に隣接。F市に隣接。 

 人口：11,700人、高齢化率 28%、人口

密度 98人/km2 

 平成 18年 1月に合併。 

 地勢：谷あいに集落が広がる中山間地

域を抱える。 平成２３年に豪雨災害

を経験。E町に隣接。 

 人口：約 30,000人、人口密度 119人

/km2 

 平成 17年に合併。 

1.防災体制 1.1 市町村の

体制 

 本庁に 2名、3支所に各 1名。  総務課の中に係として 3名。防犯や交

通安全も兼ねている。 

 災害の際は県の職員も派遣される。 

 気象警報にしても、隣町から何時間と

遅れて発表される場合がある。気象警

報が出ないと、県として体制を立てて

くれない。 

 防災対策課…課長＋4 名＋防災およ

び危機管理担当理事 

 課長は消防課からの出向、4名中 1名

は警察署からの出向 

 H22.3までは 3名体制、震災以後 4名

体制 

1.2 消防団の

体制 

 実団員 800名。行政区は 120あり、そ

れぞれの区が一つの消防団の単位。 

 水門は消防団の判断で閉めることが

出来る。 

 町として 174名の消防団員、4つの分

団。（旧地区（旧村）ごと） 

 

 300~400の消防団員数 

1.3 自治会・

自主防災会 

 「D町には集落内での助け合い、隣近

所同士のつながりがある」（広報誌 

から） 

 平成 23年被災時は、午前 1時であっ

たが、区役員と消防団の連携が非常に

うまくいき、早めの避難が出来た。 

 昭和33年と平成23年の深水深を示し

た標柱を区内に設置。 

 

 自主防災会イコール自治会。96%の自

主防災組織率。 

 防災関係の整備については、行政主導

ではなく、避難路が欲しいなど自主防

災組織から要望があるまではある程

度任せている。 

 1世帯 300円の補助金。それを申請し

てもらって資機材などに使ってもら

っている。町からかなり幅広い補助。 

 約 70％の組織率。合併前の旧町では

ほぼ 100％の組織率。 

 100くらいの自主防災会、町内会単位

（10 世帯単位から 100 世帯単位まで

幅広い） 

 防災会の単位が小さすぎて、逆に小回

りが利きにくい（小さいと訓練などい

ろいろな取り組みが行いにくい） 

 

2.情報のや

りとり 

2.1 市町村に

よる防災情報

収集 

 「川の防災情報」と消防団の目視で確

認 

 町内のいくつかの水位計で情報を把

握するが、町域が広いのでそれだけで

は判断できない。県の中で 3番目に広

い面積を持つので、1日ではまわりき

れない。 

 平成 23年被災時はダム情報は電話と

FAXだったが、その後ソフト対策と上

流のダムの情報開示が進んだ。 

 平成23被災時はXバンドMPレーダー

で雨の動きを見ながら早く対応でき

た。 

 県の防災ポータルサイトを活用。 

 災害時は県から人が派遣され、その方

経由で情報も来る。 

 Jアラートも利用している。 

 県防災情報システム端末で県庁とつ

ながっている。各職員へのパソコンで

はないがポップアップで、端末がなる

仕組み。 

 H23 災害対応後の検討で、「口頭によ

る状況報告では伝達の限界があり、各

種判断の遅延につながる」との課題が

あったため、改定された災害対応マニ

ュアルでは「報告は出来る限り状況写

真または動画を添えての報告とする」

との改善策が記載された。 

 映像で情報を共有したいと考え、市単

独で河川管理カメラを 3台設置した。 

2.2 住民への

防災情報伝達、

避難所 

 家族が高齢者だけになったところも

あり、対応が難しくなった。（高齢化

率 41%） 

 全戸に TV電話を配布、一斉放送や緊

急放送を流す（5300戸、無料） 

 集会所などが避難場所となるが、便利

な場所なので高台ではない。高齢者に

も厳しい。 

 住民には、申し込みしてもらって防災

ラジオを配布している（全家庭には行

きわたっていない）。アナログからデ

ジタル化への問題もあり、単価が高い

ので、とりあえずラジオで対応しよう

ということになった。 

 個別受信機は受信するのみ、住民から

の情報提供は出来ない。 

 情報発信のツールとして、ツイッター

も活用しているが、現状は町から情報

を流しっぱなしである。 

 旧市内には 40 数本防災無線がある

が、電波が届きにくい場所では移設し

ている 

 防災ラジオを H23.9以降配布したが、

ノイズが入るなどで評判が良くなか

った。 

 なるべく確実なデジタルの戸別受信

機を無償配布するのが基本方針。災害

時でもちゃんと聞こえる。 

 登録制メールサービス…メリットは

どこにいても受信できること。テキス

トで確認可能なので、非常に有効。 

 ツイッター…H23.4 から仮運用して

いた。これも非常に有効。 

3.避難勧告

の基準 

 明確な基準はなし。 

 

 マニュアルはあるが、本当にその時の

状況を見ながら判断せねばならない。

上流の状況を見ながら出さねばなら

ないところもある。 

 やはり地域を目で確かめて、判断でき

る体制づくりが必要。 

 ただ雨量がこうだからということだ

けで判断することは出来ない。 

 被災後 H25.3に全面刷新した。 

 国土交通省・県の観測所含む市内 23

か所について、警戒監視ポイントとし

て設定。 

 危険がなければ適時職員がその場に

行って確認するとマニュアルで規定。 

 わかりやすいよう道路高ラインから-

〇〇cmという報告をする。 

4.過去の災

害とその対

応 

   過去の経験や地元のつながりを生か

して上手に避難してくれたと思う。 

 停電もしたので様々な機器が使えな

かった。それにもかかわらず地元で

は、原始的なやりかたで対応をしてく

れたので、被災者が比較的少なく済ん

だ。 

 住民が直接得られる情報は非常に多

くあるが、それがため住民が行政の指

示を待つようになる 

 川筋については、水害に悩まされる中

で、対応が体に染みついている。ここ

まで水が来たら危険だから次の行動

を起こそうというパターンがある。 

災害後には「災害対応検証報告書」（H24.10）

が作成された。その中の、市職員からのアン

ケートでは、以下が改善点として挙げられた。 

 災害対策本部での情報が末端の職員

まで伝わらなかった 

 情勢がわからない、情報が不足してい

る（山間部がどうなっているかなど）。

支局の 2階まで浸水したので、防災関

係の通信が浸水し、本部と行政局間の

通信手段は衛星電話しかなかった。 

衛星ブロードバンド回線を導入し、通信手段

を強化。平時から使用し動作確認を行ってい

る。 
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3．ヒアリング結果 
 2.で実施したヒアリングの結果、洪水時での防

災・災害情報の活用の面で、以下が重要なポイント

として挙げられる。 

 タイプ A,B を比較すると、近年被災していない

市町村の方が、自主防災組織との連携が弱いよ

うである。 
 タイプ A,B とも、気象・水文情報や気象警報な

どに関する情報の入手手段は、大差なく、「川

の防災情報」や J－アラートなどでリアルタイ

ムで入手している。 
 タイプ A,B とも、重要視されている防災情報は、

「レーダー雨量情報」、「上流のダム情報」、お

よび「現地の状況写真・動画」であった。 
 住民への情報伝達としては、情報がテキスト形

式で伝わるツール（メールやツィッターなど）

が有効。高齢者に対しては特にメールの方が有

効。 
 住民への情報伝達にツイッターなどを活用し

ているところもあるが、住民からの情報収集手

段ではなくあくまで情報提供手段のみである。 
 住民が利用できる情報は非常に多くあるが、そ

れがあるために住民が動かない（行政の指示待

ち）となることを危惧している。 
 タイプ B では、住民・集落がそれぞれの知恵や

経験を持って対応しており（ダム放流 1000 ト

ンで水位が１ｍ上がるという経験則など）、そ

れが功を奏した例もあった。 
 客観的な避難勧告の基準が定められておらず、

防災担当者や首長の総合的な判断（≒主観）に

委ねられている場合が多い。しかし、ヒアリン

グする中で、「避難勧告は水位や雨量の情報の

みで決められるわけではない」という回答が多

く、客観的数値のみで決められないという回答

が多く得られた。 
 

また、今回訪問した市は、いずれもいわゆる「平

成の大合併」による市町村合併を過去 10年以内に経

験している。平成11年には約3200あった市町村は、

平成 26年 4月には約 1700と約半分となった。合併

には、行政サービスの効率化・高度化などのメリッ

トがある反面、図 1に示す通り、過去 20年間での我

が国における 1市町村の平均面積は約 2倍になって

おり、洪水時等に自治体が状況把握するべき対象エ

リアが拡大し、情報の収集分析が課題となっている。 

 

 

 

 

4．まとめ 
本研究では、洪水時の災害情報活用に関し、自治

体へのヒアリングを実施して、現状の課題とニーズ

を明らかにした。その結果、以下のことがわかった。 
1）市町村合併により、市域が拡大した自治体が多

く、このため、広域の状況を把握できる「レーダ

ー雨量情報」や現地に赴かずに現地状況を把握で

きる「現地の状況写真・動画」による情報が重要

視されていた。 
2）避難勧告の発令基準については、雨量や水位な

どの情報のみでは判断できない現場の苦悩がうか

がえた。 
今後は、これらのヒアリング結果に基づき、防災

担当者がわかりやすい洪水リスクの表現や、洪水の

状況に応じた災害対応に資するための情報の収集・

活用手法の検討を行っていく予定である。 
 

参考文献  
1） 国土交通省国土地理院報道発表資料（平成 26 年 1 月

31 日） 

 

図 1 我が国における 1 市区町村あたりの 
平均面積(km2)の推移 1) 
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